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誘導ラマン散乱(SRS)顕微法による振動分光イメー

ジングの応用が広く進められている[1,2]。我々は、

高速 SRS 分光顕微鏡を開発し[3,4]、その 300 cm-1に

わたる波数可変性を活用することで、CH 伸縮領域

(2800 - 3100 cm-1)における無標識イメージング[3,5]、

サイレント領域(2000 - 2300 cm-1)におけるラマン標識

イメージング[6,7]などを報告してきた。今回、CH伸

縮領域と OH 伸縮領域の同時イメージングを行うこ

とで、皮膚の構造と水分の 3次元分布を可視化する

ことに成功したので報告する。 

まず、乾燥したヒト角層(stratum corneum, SC)および

リン酸緩衝生理食塩水(PBS)の 2900-3200 cm-1 におけ

る SRSスペクトルを計測した。Fig. 1に示すように、

SCの CH 伸縮振動および PBS の OH伸縮振動が明確

に見て取れる。次に PBS を浸透させた SC の SRS 分

光イメージングを行った。得られた SRS 分光画像に

対し、SCと PBSのスペクトルを基底として擬似逆行

列による成分分離を行うことで SC および PBS の空

間分布を求めた。その結果、Fig. 2に示すように、SC

に PBS が局所的に浸透する様子を明らかにすること

ができた。詳細は講演で説明する。 
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Fig. 1. SRS spectra of stratum corneum and 

PBS. 

 

 
Fig. 2. SRS images of skin at different 

depths. Yellow: Stratum corneum. Blue: 

PBS. 
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